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【昨日の市況概要】 公示仲値 149.06

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD

TKY  9:00AM 148.62 1.0856 161.40 1.2962 0.6303

SYD-NY High 149.66 1.0861 162.02 1.2969 0.6306

SYD-NY Low 148.59 1.0795 160.73 1.2886 0.6258

NY 5:00 PM 149.32 1.0810 161.39 1.2915 0.6273

終値 （前日比） 終値 （前日比）

NY DOW 41,985.35 32.03 日本2年債 0.8500% 0.0200%

NASDAQ 17,784.05 92.42 日本10年債 1.5200% 0.0100%

S&P 5,667.56 4.67 米国2年債 3.9534% ▲0.0103%

日経平均 37,677.06 ▲ 74.82 米国5年債 4.0057% ▲0.0088%

TOPIX 2,804.16 8.20 米国10年債 4.2491% 0.0093%

ｼｶｺﾞ日経先物 37,450.00 ▲ 80.00 独10年債 2.7650% ▲0.0125%

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 8,646.79 ▲ 55.20 英10年債 4.7120% 0.0625%

DAX 22,891.68 ▲ 107.47 豪10年債 4.3920% 0.0300%

ﾊﾝｾﾝ指数 23,689.72 ▲ 530.23 USDJPY 1M Vol 9.59% ▲0.02% 　

上海総合 3,364.83 ▲ 44.12 USDJPY 3M Vol 10.03% ▲0.08%

NY金 3,021.40 ▲ 22.40 USDJPY 6M Vol 10.01% ▲0.06% 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

WTI 68.28 0.21 USDJPY 1M 25RR ▲1.27% Yen Call Over

CRB指数 305.77 ▲ 1.64 EURJPY 3M Vol 10.31% ▲0.09%

ドルインデックス 104.09 0.24 EURJPY 6M Vol 10.25% ▲0.03%

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：上遠野・原田

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定
は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望する旨をお申し出ください。
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NY市場のﾄﾞﾙ円は、米金利の低下を受け、148.61まで下落する場面もあったが、その後米株の堅調な展開を背景とした
円売りが優勢となり、149円台を回復する。午後は米金利が高水準で推移する展開を背景に、149.36まで上昇。その後は
徐々に動意乏しくなり、149.32ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。一方、NY市場のﾕｰﾛﾄﾞﾙは、注目の米経済指標の発表を予定していない
中、独金利の低下と米金利の上昇が相まって、ﾕｰﾛﾄﾞﾙは軟調な推移となり、1.0795までじり安で推移。午後は下げ渋り、
1.0830付近まで小幅戻す。しかし、その後は再度反落し、1.0810ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞ。
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早朝に発表された本邦2月CPIは、おおむね予想を上回る結果となったものの反応薄。その後東京時間のﾄﾞﾙ円は148.62
ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし、ほどなくしてつけた148.60を底値に、堅調な推移。大口のﾌﾛｰに加え、主要な中銀会合を通過したことを
受けた調整も入ってか淡々と値を上げ、149.63まで上値を伸ばす。終盤も底堅さを維持し、149.53ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡っ
た。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ市場のﾄﾞﾙ円は､149.53ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡特段の材料がない中､週末へのﾎﾟｼﾞｼｮﾝ調整か､欧州株や米株先物が売られ
債券が買われるﾘｽｸｵﾌの様相の中､米金利の下落を背景に東京時間の上昇を打ち消す形で148.64まで売られ､結局
148.89ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

3月21日 08:30 日 全国(CPI/コアCPI/コアコアCPI) 2月 3.7%/3.0%/2.6% 3.5%/2.9%/2.6%
09:01 英 GfK消費者信頼感 3月 -19 -20
21:30 加 小売売上高(前月比) 1月 -0.6% -0.4%

3月22日 00:00 欧 消費者信頼感・速報 3月 -14.5 -13.0
【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回
3月24日 17:30 独 製造業/サービス業/コンポジットPMI・速報 3月 47/52/51.1 46.5/51.1/50.4

18:00 欧 製造業/サービス業/コンポジットPMI・速報 3月 48.2/51.1/50.7 47.6/50.6/50.2
21:30 米 シカゴ連銀全米活動指数 2月 -0.17 -0.03
22:45 米 製造業/サービス業PMI・速報 3月 51.8/51 52.7/51

本日のドル円は上昇を予想。日米中銀イベントを無難に通過し、ひとまずの戻り相場を継続か。関税については、トランプ米
大統領が先週「関税には柔軟性が伴う」との発言をしているものの、4/2と目前に迫った関税発動に向けどれほどの譲歩があ
るのかは依然不透明。先週末発表されたCFTCのIMM通貨先物投機ポジションは、ネット円ロングが122,964枚と、前週
133,902枚から減少方向に転じているものの、過去最大級に積みあがったポジションの解消に向けてはもう一段の円安方
向への揺り戻しをみておきたいところ。今週は28日に米2月PCEの発表が予定され、直近の輸入物価等指標からPCEの高
止まりが予想され、引き続きインフレ粘着性がFRBの慎重姿勢をサポートし、市場の過度な利下げ織り込みが剥落していく
展開を想定。スタグフレーション警戒や関税を巡る不確実性からドルが大きく買い戻される展開が見込みにくいとは思うものの、
一旦の反発を予想。


